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呼吸器感染症におけるTE-031の 使用経験
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新 しいMacrolide系 抗生物質TE-031の 呼吸器感 染症 に対す る臨床効果,細 菌学 的効果,副 作 用に

っいて検討 した。疾患 の内訳は急性咽頭 炎1例,急 性気管 支炎10例,慢 性気道感 染症4例(慢 性肺 気

腫,気 管支拡張症,陳 旧性胸膜炎,陳 旧性 肺結核それぞ れ1例 ず つ),肺 炎2例 で,男 性13例,女 性

4例,年 齢分布は23歳 か ら83歳 である。本剤 を1回150mg,1日2回,5日 か ら14日 間経 口投与 したO

臨床効果 は有効10,や や有効3,無 効4で あ り,有 効率 は58.8%で あ った。細菌学 的効果 は,P槻1.

8a畑 が消失,S. pneumoniaeがH. influenzaeに,E. faecalisがK. pnemoniaeに 交代 し,K. Pneaumonia

およびP. aeruginosaは 不 変であ った。副作用 お よび臨床検査値 の異常化 はみ られなかった。

TE-031は 大正製薬(株)研究所 でErythromycin (EM)か ら

合成された新 しいMacrolide系 抗 生物質でFig. 1の 構造

を有する。本剤のin vitro抗菌 力 はEM,Josamycin (JM)

など既存のMacrolide剤 と同等かや や優 れ,ま た酸 に対

して安定であるので血中濃度 もやや高 く,諸 組織 への良

好な移行性 および尿 中排泄が高いな ど興味ある体内動態

が示され,in vivo抗 菌活性 も優れて いる1～3)。

今回私 どもは,呼 吸器感染症患 者 にTE-031を 経 口投

与して,そ の臨床効果,細 菌学的効果,副 作用 について

検討したので報告する。

I. 対 象と薬剤投与方法 ・量

呼吸器感染症17例 にTE-031を 投与 して,そ の臨床効

Fig. 1 Chemical structure of TE-031

果,細 菌学的効果お よび副作用について検討 した。投 与

対象の内訳 は,急 性咽頭炎1例,急 性気管支炎10例,慢

性肺気腫 ・気管支拡張症 ・陳旧性胸膜炎 ・陳旧性肺結 核

の感染性急性増悪それぞれ1例 ずつ,肺 炎2例 で,年 齢

分布 は23歳 か ら83歳,性 別 は男性13例,女 性4例 であ り,

体 重 は47kgか ら76kgで あ る。 薬剤 は1回150mgを1日

2回,朝 ・夕 に経 口投与 した。投与 日数は5日 か ら14日

間,総 投与量 は1.5gか ら4.2gで あ った。

皿.臨 床 成 績

臨床効果 の判定 に際 しては,臨 床症状(発 熱,咽 頭痛,

咳噺,喀 痰,胸 痛,呼 吸困難,胸 部 ラ音 な ど)お よび臨

床 検査 成績(細 菌 学的所見,赤 沈値,白 血球数,CRP,

胸 部 レ線写 真所見 な ど)の改善 を指標 とし,お お むね次

の判定・基準に従 った。

著効:起 炎菌 が消 失 し,臨 床症状 および検査所 見の改

善が速やかでかつ著 しく,投 与開始3日 目には改善傾 向

が認め られた もの,お よびこれ に準ず るもの。

有効:起 炎 菌が消失 または著 明に減少 し,臨 床症状お

よび検査所見の改善が投与開始5日 目には認め られ たも

の,お よびこれに準ず るもの。

や や有効:細 菌学的効果 を認 めるが,臨 床症状お よび

検査所見の改善が少 なかった もの,ま たは細菌学的効果

は認 め られないが,臨 床症状 お よび検査所 見の改 善が投

与終 了時 に認 め られた もの。

無 効:細 菌学的効果,臨 床症状お よび検査所 見の改善

が認 め られない もの,ま たは悪化 した もの。

なお,臨 床 症状 として咽頭炎の場合は咽頭痛 を,急 性
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Table 1 Therapeutic effect of TE-031 on respiratory tract infections

N.E.: Normal flora
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Table 2 Laboratory findings before and after administration of TE-031

*: I.U.
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気管支炎の場合 は咳噺 を,慢 性 気道感染症の場合は喀痰

の性状 と量 を,ま た肺炎の場 合は胸部 レ線所見 を特に重

視 した。

Table 1に症例の一覧 を示 した。TE-031の 臨床 効果は,

有効10,や や有効3,無 効4で あ り,有 効以上の有効率

は58.8%で あ った。

本剤投与前の喀痰か ら5株 の病原細菌が分離 された。

本剤 の投 与に よ り,P. vulagaris 1株 は消失,S. pneumoni-

aeはH. influenzaeに,E, faecalisはK. pneumoniaeに 交

代 し,K/ pneumoniae 1株 とP. aerugionosa 1株 は存続 した。

発疹 ・消化器症状等 の副作用 はみ られず,ま た臨床検

査値の異常化 もみ られなかった(Table 2)。

III. 考 按

TE-031はEMか ら合成 され た新 しいMacrolide系 抗

生 物質 であ るが,酸 に対 して安定 なため従 来のMacro-

lide剤 よ りも腸管か らの吸収が良好で,高 い血中濃度が

得 られる1-2)。また各種 細菌 に対 す る抗 菌力 はEMと 同

等 かや や強 く,Mycoplasma, Chlamydia, Legionella復な ど

に対 して もEMよ り強い1,2)。さらに動物実験 で肺へ の

移行が 良好 であ り3),ま た喀痰へ の移行 も良好なことか

ら11,呼 吸器感 染症の治療 に際 し有用 な薬剤であると言

え る。 しか しなが ら,H. influenzaeに対す る抗菌力は十

分 とは言えず,投 与量の増量な ど検討すべ き問題 も残さ

れている。
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TE-031(A-56268)IN TREATMENT OF RESPIRATORY TRACT INFECTIONS

SEIICHI AONUMA, YUTAKA TOKUE, NAOTO KITAMURA, YOSHIHIRO HONDA, REIKO ONO, AKIRA WATANABE,
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TE-031 (A-56268), a new macrolide antibiotic, was administered to patients with respiratory tract infections, and its

clinical and bacteriological efficacy and safety were investigated. The 17 patients(13 males and 4 females, ranging in age

from 23-82 years)consisted of one case of acute pharyngitis, 10 of acute bronchitis, 4 of chronic respiratory tract infec-

tion(one each of chronic emphysema, bronchiectasis, inveterate pleurisy and inveterate pulmonary tuberculosis), and 2 of

pneumonia.
TE-031 was orally administered in a dose of 150 mg twice a day for 5-14 days. The evaluation of clinical efficacy was

10 good, 3 fair, and 4 poor cases, with an efficacy rate of 58.8%. Studies on bacteriological efficacy revealed that one

strain of P. vulgaris was eradicated, while one of S. pneumoiae was replaced by H. influenzae and one of E. faecalis by K.

pneumoniae, and one each of K. pneumoniae and P. aeruginosa remained unchanged. None of the patients developed side-

effects or abnormal laboratory test values.


